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「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育

「 十島村教育長に就任して 」

十島村教育長 木戸 浩

今回、有村教育長の後を受け、教育長

に就任しました「木戸 浩」です。

平成14年度から３年間社会教育主事と

して、十島村教育委員会で勤務しておりました。担当

は社会教育の分野でしたので、学校教育以外がすべて

守備範囲でした。今では村役場が行っている子育て支

援も担当しておりましたので、保育士の方に随行し、

それぞれの島で未就学児とその保護者に対する事業な

どを行っていました。現在の各島での子育て施設の充

実が、非常に驚きと共に嬉しいでした。

その他、女性団体の会や高齢者の方々の事業、天然

記念物に指定されているトカラ馬の育成状況の確認

や、タモトユリ、野生牛、トカラヤギなども見て回り、

育成・保存に努めていました。

文化財保護審議会を島で開催して、大学の先生や博

物館、黎明館の先生方に実際に現状を見ていただきな

がら、熟議をしていただきました。約15年ほど前を振

り返ってみますと、国庫補助事業を活用した「生涯ま

ちづくりモデル支援事業」として、中之島天文台、中

之島歴史民俗資料館、タチバナ遺跡、トカラ馬牧場な

ど「トカラ文化ゾーンづくり」構想や文化財（野生牛

や天然記念物等）の保護や種の保存等をこの予算で実

施していく構想で進めました。その中で特に各島の伝

統民俗芸能の収録・保存を行い、ＤＶＤ化して各島に

配布しました。また、鹿児島県教育委員会の「地域が

育むかごしまの教育」県民週間の中で「トカラの学校

を見に行こう」ということで、一人3,000円のモニタ

ー料を補助し、十島村の学校に行きたいと80人の希望

者があり直接見に行っていただきました。その参加者

の中から、山海留学の希望者が出てきたり、教員採用

試験に合格したら是非十島村を希望しますという声も

寄せられたりしました。

全国にはその当時（平成の大合併前）、小さな村が

たくさんあり、人口1、000人以下の村の教育長に呼

びかけて「全国小さな村の教育サミット」という事業

を実施しました。東京都の青ヶ島村や北海道の小さな

村などを含め、18村の教育長に鹿児島まで来ていただ

き、小さな村の現状と課題などについて話し合い、村

の活性化について話し合いました。非常に有意義な会

合でした。その他にも、天文台と歴史民俗資料館のリ

ニューアル事業、県立博物館のフェリーとしまを使っ

た「移動博物館」、「ファミリー劇場」で来ていただい

た野田郷島津太鼓が平島の太鼓の伝統にもなりまし

た。「はばたけとしまっ子事業」では、１つの島に小

・中学生を集め、カヌー体験やスキューバー体験など
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の事業も行い交流を深めました。

さて、これからは学校教育では、『１５の島立ち』に

向けた学力はもちろん、精神力や自立する力の育成を

目指します。そして、社会教育分野ではコロナの終息

を願いながら、様々な文化活動や体験活動など、村民

の方々の生きがいにつながるものを計画していきたい

と思っています。子どもたちにとって、島を離れた後

に気付くであろう島の良さを、自信と誇りをもって振

り返ることができるように“ナンバーワンとオンリー

ワン”の融合を図りながら、将来を見通せる存在にな

ってほしいと願っています。まずは各島・学校の現状

をしっかりと自分の目で見て、実態を把握したうえで、

様々な施策を講じて、実施していきたいと考えており

ます。児童生徒はもちろんですが、村民の皆様のため

に、誠心誠意努力していきたいと思いますので、どう

ぞ御支援・御協力をよろしくお願いいたします。
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写真：１月１０日 新成人を祝う会

〇来月の人権に関する月間・週間・記念日 サイバーセキュリティ月間（２月１日～３月１８日） 個人情報の流失を防ぎましょう。

「離島には教育の原点があるよ。いい経験になる。」
これは宝島への赴任が決まり、初めての離島暮らしと
複式学級指導を不安に感じていた私に、前任校の校長
先生がかけてくださった言葉です。その日からもうす
ぐ二年がたとうとしていますが、宝島のみなさんが温
かく受け入れてくださっているおかげで充実した日々
を過ごせています。
ここでは今までよりも、一人一人とじっくり密接に
関わる時間を多くとることができます。子どもたちの
「できた」「わかった」という嬉しそうな表情、「でき
るようになりたい」という想いなどを見逃すことなく
指導することができます。そして、その子にあった方
法を考え、その子ができるようになるまでサポートす
ることができます。
また、保護者・里親・地域の方々と一体になって子
どもたちを見守り育てていくことができます。さらに、
豊かな自然から学ぶこともたくさんあり、生活と学習
のつながりを感じることができます。
このように、一人一人の子どもと深く関わること、
地域一体となって子どもを見ていくことを「教育の原
点」と捉え教えてくださったのでは、と考えています。
このような恵まれた環境で教育に携われることの幸せ
を感じながら、これからも、子どもたち
をよく見つめ・想いに寄り添い、それぞ
れの良さを伸ばしていく指導をしていき
たいです。

場所としては離れていますが、「十島は一つ」の心
で、一緒に頑張っていきたいと思います。また、今年
こそは村教研で集まり、一緒に学べる機会があると嬉
しいです。

【宝島小・中学校からのメッセージ】

教 諭 蓮子 葵

十 島 村 で 学 ぶ

山海留学生として宝島に来て２年目になった。
私は、後期の児童生徒会改選のとき、児童生徒副

会長に立候補した。その理由は大きく２つある。
１つ目は、よりよい宝島小・中学校にするためだ。

私は、元気なあいさつができる学校に
なってもらいたいと思っている。
そのための手伝いがしたいからだ。
２つ目は、自分の考えを積極的に

述べられるようになりたいと思ったからだ。
私は、今まで話し合い活動などで消極的で、発言

することがほとんどできていなかったが、副会長に
なることで、自分の意見が積極的に述べられるよう
になりたいと思っている。
まだ、児童生徒会の副会長になったばかりなので、

不安なことがたくさんあるが、自分なりに児童生徒
会の会長と協力しながら、よりよい学校を目指して
頑張りたい。

【宝島で学ぶ】「児童生徒会副会長になって」

宝島中学１年 松下 真奈

令和3年１１月９日南日本新聞「若い目」掲載

小宝島小４年 東 佑弦

令和３年１２月１２日 南日本新聞「若い目」掲載

小宝島中学校３年 米山 侑希
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